
「解法」はその原理も考えてみる！

「12%塩水400ｇ+16%塩水600g→何%？」（練１）

の解は（「天秤算」ではなく）単純計算でも得られます。

　1. 12%の塩水400g中の塩は400×.12=48g
　2. 16%の塩水600g中の塩は600×.16=96g
　3. 従って、混ぜた塩水中の塩は計48+96=144g
　4. 混ぜた塩水の重さは計400+600=1000g
　5. 従って、濃度は(144g/1000g)×100=14.4%
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着目点は「塩も塩
水も総量は一定」



「12%塩水400ｇ+16%塩水600g→何%？」（練１）

の解は（「天秤算」ではなく）方程式でも得られます。

　1. 400×.12＋600×.16=1000×x
　2. 48＋96=144=1000×x
　3. x=144/1000=.144→14.4%
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未知の値
を仮にｘと
置いて‥
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「12%塩水400ｇ+16%塩水600g→何%？」（練１）

の解は（「天秤算」ではなく）方程式でも得られます。

　1. 400×.12＋600×.16=1000×x
　2. 48＋96=144=1000×x
　3. x=144/1000=.144→14.4%
■この「考え方」＝

　代数学（algebra）の
　考案者はこの方→

　Cf. "al"="the" in Arabic
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れた英語が"algorithm"
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「解法」はその原理も考えてみる！

「12%塩水400ｇ+16%塩水600g→何%？」（練１）

の解は「天秤算」でも得られます。

　1. 400(x-12)=600(16-x)
　2. 4x-48=96-6x
　3. 4x+6x=10x=96+48=144
　4. x=14.4
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12                        x                 16

400

600

┌── x -12 ───┬─ 16 -x ──┐

では、この計算の着
目点は何でしょう？

均衡点か
らの距離２

均衡点か
らの距離１



「解法」はその原理も考えてみる！

1. 濃い塩水Ａ＋薄い塩水Ｂ→中間の濃さの塩水。

2. 
3. 
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2. つまり、同濃度 xまで、ＡからＢに塩が移る。
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1. 濃い塩水Ａ＋薄い塩水Ｂ→中間の濃さの塩水。

2. つまり、同濃度 xまで、ＡからＢに塩が移る。
3. この時、
　 Ａから減った塩　＝600×（16-x）
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着目点＝（濃→薄への）塩の移動量は同じ！

つまり、「天秤算」とは、（拡散で）濃度

差が無くなるまでに「濃かった塩水
から減る塩の量＝薄かった塩水
に増える塩の量」に着目した解法
なのです。



「解法」はその原理も考えてみる！

単純計算であれ、方程式であれ、天秤算であれ、

原理が正しい限り、必ず「同じ解」が得られます。
どこから登っても“頂上”は１つ。「登りやすい道」を
選べばOKです。
そして、「正しい
道」を多く、かつ
深く知っていて
こそ「臨機応変
の選択と活用」
が可能ですネ！
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